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慶長 5年 [1600]、 初代仙台藩主伊達政宗が仙台城の縄張り始めを行い、城下に仙台のまちづくり

を行ってから四百年余りが過ぎ、仙台市は人口100万人を超える東北地方の中心都市となりました。

市の中心部が近代的なビルの林立する都市化の波にさらされていく中にあって、仙台城跡は青葉城

や天守台といった愛称で、市街地から最も近い緑豊かな場所として市民から親しまれてきました。

遺跡としての仙台城跡は、平成 9年度から15年度まで行われた本丸跡石垣修復工事に伴う発掘調

査や平成13年度から始められた総合的な学術調査によって、中世の山城であった千代城、そして伊

達氏の居城としての全容が次第に明らかとなってきました。

これらの発掘で新たに判明した複数の時期に渡る石垣構築の変遷や、ヨーロッパ産のガラスや金

銅金具等の貴重な出土品などから、仙台城跡は平成15年 8月 、我が国の近世を代表する城郭遺跡で

あることが評価され、国の史跡に指定されました。これを契機として、仙台城跡の保存管理及び整

備に向けて、仙台城跡整備基本計画が策定される等、仙台城跡の様々な魅力を引き出すための取り

組みが始まっております。

こうした中で、平成17年度は仙台城跡登城路に関する調査として、沢門跡から本丸石垣下の時の

太鼓跡付近にかけての遺構確認のための発掘調査と土塁の測量調査が行われ、城郭として機能して

いた当時の登城路の解明につながる様々な資料を得ることができました。

今回の調査事業及び、調査報告書の刊行にあたり、多くの方々からのご指導、ご協力を賜りまし

たことに深く感謝申し上げますとともに、本報告書が研究者のみならず、市民の皆様に広く活用さ

れ、文化財保護の一助となれば幸いです。

平成18年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥 山 恵美子



例

1.本書は、平成17年度仙台城跡全1城路 1次調査の報告書である。

2.調査は、仙台市教育委員会 (生涯学習郡文化財課仙台城史跡調査室)が担当した。

3.調査及び本書の作成・編集にあたっては、仙台市教育委員会文化財謀仙台城史跡調査室および、派遣調査員

古川久雄・村尾政人 (株式会社島田組)がこれにあたつた。

4.報告書の作成は仙台市教育委員会 橋本顕嗣の責任・指導のもとに次のとおり分担した。

本文執筆  橋本 顕嗣 (I,Ⅱ・Ⅳ ,V章)

古川 久雄 (Ⅲ章-4・ 5・ V章 )

村尾 政人 (Ⅲ章-1・ 2・ 3・ 6・ 7・ 8)

編集は橋本・古川・村尾がこれにあたった。

5。 各トレンチの遺構実測および土層断面実測は株式会社GISイ山台に委託した。

6.土塁の測量は株式会社東北地形社に委託した。

7.遺構図の平面位置図は平面直角座標1系X(日 本測地系)を用いており、文中で記した方位角は真北線を基準と

し、高さは標高値で記した。

8.遺構略号は、全遺構にS― を付し.た。(本調査においては他の仙台城跡の調査との区別をするためS― la11か ら

の通し番号を付した。)

9。 本報告書の土色については、『新版標準土色帳』(古山・佐藤 :1970)を 使用した。

10。 調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物などの資料は仙台市教育委員会が保管している。
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はじめに

1.調査目的・経過

平成17年度仙台城跡登城路 1次調査は、遺構確認のための発掘調査として沢門跡南側土塁及び沢門跡推定地平場

を、平成17年 [2005]12月 9日 から翌年 1月 31日 まで、沢門跡南側土塁及び中門跡北側土塁の遺構現況測量調査を

平成18年 [20CX3]3月 1日 から同年 3月 13日 まで実施した。発掘調査面積、測量調査面積は、それぞれ青棄山公園

として管理されている仙台市有地内の75nlと 1,835∬ である。

調査の主たる目的としては、①調査地点に存在する土塁の現況測量調査及び発掘調査による遺構確認、②登城路

にかかわる遺構検出、③沢門にかかわる遺構検出、である。さらに、今後予定されている仙台城跡登城路の整備に

向けて、表土から遺構検出面までの堆積層の厚さ、及び近現代の攪乱を受けている範囲等の情報を得ることである。

調査地点の現況は、市道青葉城線に沿った歩道脇の林及び草地で、各所の地表上に径50cm大 の石材が点在してい

る。地形的には青葉山丘陵北斜面の急傾斜地であり、標高は60m～ 93mである。

発掘調査区は沢門跡南側土塁のうち東西方向の土塁に 1～ 3ト レンチ、南北方向の土塁に4～ 7ト レンチ、南北

方向の土塁北側の沢問跡推定地の平場に 8ト レンチの調査区をそれぞれ設定した。

調査は、年末年始の歩行者に対する安全管理の面から、12月 中は 1～ 3ト レンチ及び 8ト レンチの調査を行い、

1月 から4～ 7ト レンチの調査に着手し、調査が完了した トレンチから順次埋め戻しを行うこととした。12月 9日

より、 3ト レンチから安全フェンス設置及び表土の掘削を開始し、12月 12日 からは 1。 2ト レンチの安全フェンス

設置と表土掘削を開始した。精査の結果、 1～ 3の各 トレンチで、遺構及び整地層を検出した。 8ト レンチについ

ては12月 16日 にフェンス設置を行い、12月 21日 から表土掘削及び精査・遺構検出作業を開始した。 1～ 3ト レンチ

のトレンチ全景撮影及び実測は12月 27日 までに終え、12月 28日 には 3ト レンチの埋め戻し及びフェンスの撤去を行

い、12月 中の調査を終了した。残りの 4～ 8ト レンチの調査は 1月 5日 、 8ト レンチの調査から再開し、 1月 6日

に残りの 4～ 7ト レンチのフェンスを設置し、 1月 10日から表土掘削を開始した。精査の結果、 4～ 8の各 トレン

チで遺構及び整地層を検出した。なお、 4～ 7ト レンチにおいては調査区にかかる地表に露出していた石材につい

ては原位置を保っていないことが判明した。 4～ 8ト レンチについては 1月 25日 までにトレンチ全景撮影および実

測を終え、 1月 31日 に埋め戻し。フェンス及び機材の撤収を完了した。

土塁測量調査は、 3月 1日 から作業を開始し 3月 13日 に終了した。

2.調査要項

(1)遺跡名称

似)調 査 地

G)調査主体

に)調査担当

⑤ 調査期間

⑥ 調査面積

仙台城跡 (宮城県遺跡地名登載番号01033 仙台市文化財全録番号C-501)

仙台市青葉区川内地内

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課仙台城史跡調査室)

文化財課       課 長

仙台城史跡調査室長

主 任

主 任

主 事

文化財教諭

派遣調査員

平成17年 12月 9日 ～平成18年 3月 13日

卜可吉Ь   功

金森 安孝

熊谷 俊朗

渡部  紀

鈴木  隆

橋本 顕嗣

古川 久雄・村尾 政人 (株式会社島田組 )

75ni(発掘調査)、 1,835ゴ (土塁測量調査 )



城館跡 15 茂庭西館跡 窯跡 43 西台畑板碑群 山田条里遺跡

1

仙台城跡 16 茂庭けんとう城跡 荒巻杉添窯跡 長町駅裏古碑 富沢遺跡

天然記念物青菜山 (網かけ部分 17 富沢館跡 レ添東窯跡 宅地古碑群 山口遺跡

2 若林城跡 18 沖野城跡 五城中学校北窯跡 古峯神社板碑 61 下ノ内浦遺跡

3 |ヒ ロ城跡 19 日辺館跡 与兵衛沼窯跡 その他の中・近世の主な遺跡 62 六反田遺跡

4 西館跡 今泉遺跡 板碑 石碑 山田El地東南遺跡 元袋遺跡

5 21 小館 (古館 ) 跡 燕沢蒙古の碑 梨野 A遺跡 64 下 ノ内遺跡

6 小鶴城跡 寺院・墓所 東昌寺裏経石出土地 仙台東郊条里跡 65 伊古田遺跡

郷六城跡 臨済院跡 殿不動尊文永十年板碑 カナクソ遺跡 王ノ壇遺跡

8 葛岡城跡 林子平墓 郷六大 日如来の碑 51 南小泉遺跡 皿屋敷逮跡

9 郷六御殿跡 24 経ケ峯伊達家墓所 37 大梅寺建武の碑 養種園遺跡 大野田古噴群

10 国分鞭館跡 神社 郷六建武碑 側堂平遺跡 欠ノ上 I遺跡

11 南目城跡 東照官 川内古碑群 町田遺跡 高田 B遺跡

12 谷地館跡 大崎八幡宮 片平仙台大神宮の板碑 北前遺跡 71 八ツロ遺跡

13 茂庭大館跡 27 亀岡八幡宮 馬越石塚 杉土手 (鹿除土手 )

14 峯館 P・71 熊野新宮社宿坊跡 睛薬師古碑群 57 山田上ノ台遺跡

第 1図 仙台城跡と周辺の遺跡



Ⅱ 仙台城跡の概要
1.仙 台城跡の地理的環境 と現況

仙台城跡は仙台市街地の西方に位置し、青棄山丘陵及びその麓の河岸段丘部分を中心に城域が形成されている。

青葉山丘陵は東を流れる広瀬川に向かい迫り出し、広瀬川とその支流の竜ノロ渓谷の浸食により高さ70mほ どの断

崖を形成しており、その丘陵上の平場 (標高115～ 117m)に仙台城の本丸は位置する。本丸の規模は、東西艶 514、

南北%7mを計り、南側は落差約範mの竜ノロ渓谷、東側は広瀬川に落ちる高さ約70mの断崖に守られた天然の要害

となっており、比較的傾斜の緩やかな本丸北側には約17mの高さを有する石垣が築かれている。尾根続きとなって

いる本丸西側には御裏林と呼ばれた森林が広がり、貴重な自然が残るために国指定天然記念物青葉山となっている。

御裏林跡では、 3条の大規模な堀切などが確認されている。本丸跡の麓部の河岸段丘には二の丸跡と二の丸跡が位

置しており、二の丸跡は仙台上町段丘面、三の丸跡は仙台下町段丘面と高度を下げている。蛇行する広瀬川に西か

ら二本の大きな沢が走り、この沢に挟まれ御裏林を背にした場所に二の丸跡が位置する。二の丸跡東側に位置する

大手門跡付近には、約 9mの高さの石垣が残り、その南側には大手門脇椿が昭和翌年に復元されている。さらに低

位に位置する三の丸跡は、外郭を水堀と土塁に囲まれ、門跡付近には石垣が残存している。三の丸跡の東側、河岸

段丘の最も低位に位置する追廻地区の広瀬川護岸部分には、260mに及ぶ石垣が残存している。

2.仙 台城跡の歴史的背景

仙台城は、初代仙台藩主伊達政宗によって造営された城である。関ヶ原の戦い直後の慶長 5年 [1600]12月 %日 、

城の縄張りが開始され、翌年 1月 から普請に着手、工事は慶長 7年 [1602]5月 には一応の完成をみたとされてい

る。築城当初は「山城」である本丸を中心とする城郭であったが、政宗の死後、二代藩主忠宗が山麓部に二の丸の造

営を開始する。寛永年間以降はこの二の丸が藩政の中心となり、二の丸・勘定所 。重臣武家屋敷などが一体となっ

て城域を形成していた。残された絵図などからみると、本丸への登城路は、大手門を通って中門を経て本丸詰門に

至るものと、巽門、清水門、沢門を通るものがある。

絵図や文献などによれば (註 1)、 本丸には詰門を入った東側に天皇家や将軍家を迎えるための御成門があり、華

麗な障壁画や欄間彫刻に彩られた大広間を中心とする御殿建物群が存在していた。東側の城下を見下ろす崖面に造

られた懸造、さらには能舞台・書院など、上方から招いた当代一流の大工棟梁・工匠・画工等によって造られた桃

山文化の集大成といえる建物群が威容を誇っていたと考えられている。西脇櫓 。東脇櫓・艮櫓・巽櫓は二重の梧で

あったが、正保 3年 [1646]4月 の地震によって倒壊したとする記事がみられ (註 2)、 以後復興されずに明治を

迎えたものとされている。

本丸の建物群は江戸時代の度重なる災害に加え、明治維新後の取り壊しなどにより失われ、二の丸の御殿群も明

治15年 [1882]の 大火によって焼失した。唯一仙台城の面影を伝えていた国宝の大手門及び脇櫓も昭和20年 [ЮЪ ]

7月 、太平洋戦争による米軍の空襲によって焼失した。 肇
現在では、本丸北壁や随所に点在する石垣、本丸西側の

堀切、三の丸の周囲を囲む堀と土塁などが往時の仙台城

を偲ぶ貴重な遺構となっている。また、伊達氏による仙

台城築城以前にこの地域をおさめていた国分氏の居城

「千代城」に関する16世紀代の文献記録も残っており (註

3)、 中世山城が存在していた可能性も指摘されている。

第 2図 焼失以前の大手門と脇櫓 (昭和10年頃)
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第 3図  仙台城跡 (現況地形図と遺跡範囲・1/10,000)

第 4図 仙台城本丸現存 (Ⅲ期)石垣
解体修復工事前 (北西から)

第 5図  仙台城本丸現存 (Ⅲ期)石垣
解体修復工事前 (北東から)
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3.仙 台城跡の発掘調査

仙台城跡のこれまでの調査には、昭和58年 [1983]か ら継続的に実施されている東北大学構内の施設整備に伴う

二の丸跡の発掘調査 (註 4)と 、仙台市博物館の新築工事に伴って昭和58・ 59年 [1鋸 3。 1984]に実施された二の丸

跡の発掘調査 (註 5)力 あゞり、本丸跡では石垣修復工事に伴う発掘調査が第 1次発掘調査である。

本丸北壁の石垣は昭和30年代から変形が目立ち始め、防災上の観点から石垣修復工事が平成 9年 [1997]度 から

実施されている。(註 6)こ の石垣修復工事に伴う本丸 1次発掘調査は、平成 9年 [1997]7月 から石垣解体に先行

する事前調査と、翌年10月 から開始した解体工事と並行する発掘調査からなっている。解体工事は平成12年 [2000]9

月に石材9,106石 と、Ⅱ期石垣124石の解体をもって終了し、石積工事を同年12月 から開始し、平成16年 [20髄]3月

に工事が終了した。

石垣解体に伴う発掘調査により、現存石垣 (Ⅲ期石垣)背面より二時期にわたる旧石垣 (I期・Ⅱ期石垣)が検出さ

れ、石垣基部の調査や石垣断面構造の記録化により、I期からⅢ期までの石垣の変遷や構造を確認した。石材調査で

は各種の刻印や朱書、墨書などを多数検出し、矢穴や石材加工技術の変化も確認している。石垣は表面の「石積みJ様

式の変化とともに、背面の土木工法の変容が顕著であり、発掘調査で石垣背面の土木工事の痕跡を考古学的な手法に

よって層位的に精査し、盛土の重複関係や採集遺物の分析からみた石垣変遷を、文献調査との照合により大別してい

る。築城期には、旧地形や中世山城「千代城」の縄張りを利用して斜面を切 り土しながら石垣を構築 (I期 )し、地震に

よりこの石垣が倒壊した後、築城期の石垣形状を一新する修復工事が行われて石垣が再構築 (Ⅱ 期)さ れ、その後の地

震によりこのⅡ期石垣も倒壊し、現存石垣に全面改築 (Ⅲ期)さ れたとして検討を重ねている。(註 7)

註 1『仙台城下絵図』 (寛文4年 [1664]宮城県図書館蔵)や『肯山公造制城郭木写之略図』 (四代藩主綱村時代、17世紀後
半 (推定)宮城県図書館蔵)には本丸御殿の建物群が描かれ、『貞山公治家記録』にも大広間の記事が散見できる。建物群
の考察については、佐藤巧「仙台城の建築」 (イ山台市教育委員会『仙台城』1%7)。 「イ山台城館および周辺建物復元考」 (イ山台
市博物館『調査研究報告第 6号』19髄 )。 伊東信雄「仙台城の歴史」・三原良吉「仙台城年表」 (イ山台市教育委員会『仙台城』
1967)な どがある。
註2 義山公治家記録、正保 3年 [1646]4月 努日條
註3 貞山公治家記録、慶長 5年 [1600]12月 騨日條
註4 東北大学埋蔵文化財調査年報 1～ 17(東北大学埋蔵文化財調査センター1銘5～ 20薩 )
註 5 発掘調査報告書『仙台城三ノ丸跡』 (イ山台市教育委員会1983)
註6 仙台城跡石垣修復等調査指導委員会 (平成13年度に仙台城石垣修復工事専門委員会と改編)資料・議事録 (仙台市建
設局1997～2003)

註7 本丸 1次発掘調査成果に係る主な参考文献 金森安孝「仙台城本丸跡の発掘調査」 (『考古学ジャーナル犯 号』1999)。
金森「仙台城本丸の発掘と出土陶磁J(『貿易陶磁研究No 19』 1999)。 金森/我妻仁「仙台城本丸跡 築城期及び修復石垣の発
見」 (『考古学ジャーナ,躍 r。6号』2000)・ 我妻「仙台城本丸跡石垣の背面構造と変遷J(『宮城考古学第 2号』2000)。 金森「仙
台城本丸跡石垣修復に伴う発掘調査」 (『 日本歴史第6%号』2000)。 我妻「仙台城本丸跡石垣における階段状石列の構造と役
割 (予察)」 (『宮城考古学第 3号』2001)・ 金森/我妻「仙台城本丸跡Ⅲ期石垣の発掘調査―現存石垣の構築技術―J(『考古学
ジャーナル474号』2001)・ 金森/根本光一「仙台城石垣の石材調査J(『考古学ジャーナル484号』2002)・ 伊藤隆「仙台城石垣
の石材調査」 (東北芸術工科大学『石垣普請の風景を読む』2003)。 金森『仙台城本丸跡、1次調査 第 4分冊 石垣図版編』
(仙台市教育委員会 20隧)

第 6図 本丸北壁石垣北東角部
旧石垣 (I・ Ⅱ期)検出状況 (北東から)

第 7図 本丸北壁石垣背面
階段状石列検出状況 (北西から)
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第 8図 仙台城登城路周辺の地形と調査地点位置図 (1/1,500)



Ⅲ 調査の成果

各調査区が離れているため、近接する 4・ 5ト レンチを除いた基本層序は、統一せずに調査区ごとに記載する。

1.1ト レンチ

今回の調査地の中では最も南に位置する。調査区は北東側へ急激に落ちる崖面と南東側の市道青棄城線に挟まれた狭い

平坦部に、2.5m× 20mの トレンチを設定した。周辺には石垣及び石組側溝に使用された可能性のある石材が散乱していた。

(1)層序

層序は大きく分けて I層 (表土・攪乱 )、 Ⅱ層 (盛土 )、 Ⅲ層 (整地層・遺構埋土)の 3層を確認した。I層の表土。攪乱には

多くの円礫 (径 10～ 15cm大 )を含んでいる。Ⅱ層はややしまりのある明黄褐色細砂土を主林とする。最下層からは残存状態が

良好な瓦片が出土した。Ⅲ層は硬くしまった黄褐色粘質土で、ほぼ水平の堆積が確認された。土層内には地山起源の黄褐

色土・岩盤を人為的に径0.5～ l cmの大きさで砕いた細片が混入されていることから、基盤整備等の整地層と考えられる。

(2)遺構と遺物

S-1402(ピ ット)調 査区の北西側にてピットの南東側半分を検出した。全容は不明であるが、不整な精円形と考

えられる。ピット内の南東側にて小規模の柱痕を確認した。直径が0.6m、 柱痕の直径は0,18mを 測る。整地層である

Ⅲc層を切り込んでおり、埋土内より瓦小片が出土した。

S-1403(ピ ット)調 査区の南東側にて北側半分を検出した。半分のみの検出であることから全容は不明であるが、

不整な楕円形と考えられる。ピット内の北側中央にて柱痕を確認した。直径0.5m、 柱痕の直径は02mを測り、整地

層であるⅢc層を切り込んでいる。当ピットは北側に近接するSИ隧に切られている。
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第 9図  1ト レンチ平面・断面図 (1/50)

第 1表  1ト レンチ土層註記表

遺構 層位
土 色

土質
土 性

備 考
土色 No 土色 粘性 しまり

[a 10YR3/1 黒褐色 細砂質土 な し な し 攪乱埋土、円礫 (径 15～ 2∝ m大 )を 多く含む。

Ib lllYRVl 褐灰色 細砂質シルト な い な し 表土 (腐植土 )。

I 10YR7る 明黄褐色 細砂粘質土 ややあり な し 粘土ブロック含む。現代側溝の掘方埋土、表土。

lllYRイ 1 褐色 細砂質土 ややあり な し 旧複J溝掘方内埋土及び基底部客土。

re 10TR6 6 明黄褐色 細砂質土 あ り な し 旧側溝埋土、円礫 (径5cm大 )を多く含む。
IF 10YR3つ 黒褐色 細砂質シルト あ り あ り ЮYR4 3に ぶい黄褐色細砂質粘土を少量含む。

I 10YR7る 明黄褐色 細砂粘質土 ややあり な し 粘土ブロック含む。現代側溝の掘方埋土、表土。

10YR5の 灰黄褐色 細砂質土 あ り あ り コンクリー ト側溝時の表土及び掘 り方埋土。

10YRV8 にぶい黄褐色 細砂質粘土 あ り あ り 円礫 (径 10～ 15cm大 )を 多く含む。

H 10YRV6 黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 地山の岩盤ブロック25Y84淡 黄色劾卜(径0 5cm大 )を少量含む。円撰 (径 3～ 5cm大 )を少量含む。
10YR'4 にぶい黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 蔦十、礫 (径 2cm大 )、 瓦片を含む。

ЮYR616 明黄褐色 粘質シル ト あ り あ り L地 山岩盤ブロック25Y8μ淡黄色シル ト 10YR7る明黄褐色ンル ト (径 0 5cm大 )を少量含む。

Ⅲ b 10Yr6 6 明黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 警地層②。地山岩盤ブロック25Y8打 。10YR7る (径 0 5cm大 )を 少量含む。

10YR716 明黄褐色 粘質細砂土 あ り あ り 警地層③。地山岩盤ブロック25Y8μ 10YR7る (径 2～ Scm大 )を多く含む。瓦片径2cm大を少量含む。

S-1402 10YR64 にぶい種色 粘質シル ト あ り あ り 卜掘方埋土内には地山の岩盤ブロック25Y814淡黄色シルト、10iR716HjI費 協色シルト(径 2～ Sem大 )を含む。柱痕型土はЮYR引 3シルトである。

S1403 lσFR74 にぶい橙色 粘質シル ト あ り あ り ノト堀方の埋土内には岩盤ブロック25Y814淡黄色シルト■OYR粥明黄褐色シルト(径2～ 5cm大 )を多く含む。柱痕は確認できなかった。

S■ 404 10YR6r4 にぶい袴色 粘質ンル ト あ り あ り 卜幅ナ川土内にはを筆ブロック2SV8霧苦■シルト■OYR鮒にぶい苦協れシルト(径 2～ Scm大 )を含む。祥療理十はЮYR鮒ンルトである。



第10図  1ト レンチ出土遺物実測図 (1/6)

S-1404(ピ ット)調 査区の南東側にて検出した。平面形は南東側の一部のみの検出であるが、不整な精円形と考

えられる。規模は直径が0.5mを 測る。当ピットは南側に近接するS1403を切っている。

出土遺物 Ⅱ層 :塀平瓦 3点、駒付平瓦 1点、三巴文軒丸瓦 1点、三巴文軒桟瓦 2点、桟瓦 5点、戻斗瓦 2点、

冠伏間瓦 3点 Ⅲ層 :塀平瓦 1点、駒巴瓦 1点、桟瓦 1点、平瓦 1点、冠伏間瓦 1点

2.2ト レンチ
当調査区は、1ト レンチと同様の北東側へ急激に下がる崖面と南側の市道に挟まれた狭い平坦部に、3m× 2mの

トレンチを設定した。東側には石垣及び石組側溝に使用されたと考えられる石材が散乱している。

(1)層序

層序は大きく分けて I層 (表土。攪乱)、 Ⅱ層 (盛土)、 Ⅲ層 (整地層。遺構埋土)、 Ⅳ層 (地山)の 4層 を確認し

た。Ⅱ層は黄褐色細砂質シルト層を主体とし、 I層と共に多くの円礫 (径 10～ 15cm大)を含んでいる。最下層から

は完形の桟瓦が重なった状態で出土した。Ⅲ層は硬くしまった黄褐色粘質土で、ほぼ水平の堆積が確認された。土
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第 2表  1ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構・層位 重さ (k可 特徴 (計測値の単位はcm)

第 10図  1 軒桟瓦 8 Ⅱ (022) 三巴文、焼成 :良好、胎土 :密、瓦当径94、 長さ (29)、 厚さ22

第 10図  2 興斗瓦 Ⅲ (120) 三辺、犠成 :良好、胎土 :密、長さ244、 幅 (151)、 厚み25

第 10図  3 駒 覧 181 Ⅲ 長さ (219)、 幅 (83)、 高さ (71)

第 10図  4 塀平冗 正 (152) 焼成 :良好、胎土 :粗、長さ (281)、 幅 (169)、 厚さ31
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第 3表  2ト レンチ土層註記表

遺構 層位
土 色

土質
土

備 考
土色No 土色 帖性 しまり

Ia 10YR3/1 黒褐色 表土 (腐植土) な し な し 表土 (腐植土 )

[b 10YR2/2 黒褐色 佃砂資シルト な し な し 覺乱、木根、礫 (径 Icm大)を 多く含む。
コ 10YR_A6 黄褐色 細υ質シル ト ややあり な し 盛土、礫 (径 0 5cm大 )を 多く含む。
ЮYR_k/4 にぶい苦褐徹 細砂質粘土 あ り な し 盛上、礫 (径 0 5cm大 )、 自色粘土ブロックを多く含む。

10YR618 明責褐色 細砂質粘土 あ り あ り 遺物包含層、瓦 (完形に近い)、 操 (径 1∝ n大 )を 多く含む。
10YR6r6 明黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 整施層①、瓦片、礫 (径 5cm大 )、 地山ブロック (25YR72・ 75YMお、自色 黄色・朱色粘土、径0 5cm)を含む。

Ⅲ b 10YR06 明黄褐色 粘質ンル ト あ り あ り 整地層②、瓦片9m大 )少量と礫(径 5cm大 )、地山(25YR鞄 7 5YR718、 自色・黄色・朱色粘土ブロック0 5cm)を多く含む。
IV 25Y8/2 灰白色 ングレト あ り あ り 地山、自色系シル ト質で、硬く締まった岩盤。

S1401 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 地山の自色系シル ト質 (硬 く締まった岩盤プロック0 5cn大 )を 少量含む。

0                                   30cm

ンチ出土遺物実測図 (1/6)
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第 4表  2ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構・層位 重 さ (k庶 ) 特徴 (計測値の単位はcnl)

第 12区  1 冠伏問瓦 21 Ⅱ 焼成 :良好、胎土 :密、長さ (215)、 幅 (53)、 高さ (97)

第 12区 2 軒桟瓦 42 Ⅲ (434) 三巴文、瓦当径93、 中央長322、 中央幅 350、 厚さ18～21

第 12図 3 塀平瓦 182・ 183 こ・Ⅲ (330) 焼成 !良好、胎土 !粗、長さ (360)、 幅 (212)、 厚さ (35)

軒桟瓦 Ⅲ (404) 駐成 :良好、胎土 :密、長さ347、 幅323、 厚さ23、 面当 :面当岳さ (323)、 五当高 (22)



層内には地山の黄褐色土、岩盤等が径0 5cmの 大きさで人為的に混和されていることから、基盤整備等の整地層と考

えられる。また、Ⅲ層は下層の地山を南西から北東に低くなるように浅い段状に削り込み、水平に整地していた。

Ⅳ層の地山は、調査区の東西端で確認されたシル ト質の洪積層である。

(2)遺構と遺物

S-1401(ピ ット)調 査 EXl西側の整地層であるⅢa層上面にて検出した。平面形状は楕円形を呈する。ピット内につ

いては、柱痕を確認することはできなかった。規模は直径が0.4111を測る。

出土遺物  I層 :三巴文軒桟瓦 1点、冠伏間瓦 1点、駒付平瓦 1点、駒巴瓦 1点  亘層 :三巴文軒桟瓦 1点、平

瓦 1点、桟瓦 2点、冠伏間瓦 2点、道具瓦 1点、駒付平瓦 2点、塀平瓦 1点  Ⅲ層 :三巴文軒桟瓦 2点、三引両文

軒桟瓦 1点、三巴文 +無文軒桟瓦 1点、平瓦 3点、桟瓦 3点、戻斗瓦 5点、道具瓦 1点、駒巴瓦 1点

3.3ト レンチ
3ト レンチ周辺は、沢門から本丸詰門下の時太鼓に至る登城路の中央にあたる。当調査区は市道青棄城線の道路

際から土塁に直行する形で、南北 6m、 東西 2mの大きさのトレンチを設定した。土塁は道路から幅 3mの平坦地を

隔てた北側に位置し、その背後は急激に下がる崖面を呈している。高さ lm、 幅 4mを測り、南西側の道路に平行し

た土塁状を呈しており、登城路に関わる可能性が高いことから、その性格を解明することを主たる目的とした。

(1)層序

層序は大きく分けて I層 (表土・攪乱 )、 Ⅱ層 (盛土 )、 Ⅲ層 (整地層・遺構埋土 )、 Ⅳ層 (地山)の 4層 を確認し

た。Ⅱ層は明黄褐色粘砂質シル ト層を主体とし、 I層 と共に多くの円礫を含んでいる。層下面からは比較的に良好

な瓦が出土した。Ⅲ層はⅢa～Ⅲcの 3層があり、いずれも硬くしまった黄褐色シルト質粘土で、ほぼ水平の堆積が

確認できた。Ⅲa・ Ⅲcの土層内には地山の黄褐色土、岩盤等が径 1～ 3 cm大 のブロックとして混入しており、その
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第13図  3ト レンチ平面・断面図 (1/50)
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第 5表  3ト レンチ上層注記表

遺構 層位
土 色

土質
土 性

備 考
土色No 土色 粘1■ しまり

Ia 10YR3/1 黒褐色 佃l1/質 シル ト な し な し 表土 (腐植土 )

[b 10YR8r6 黄種色 粘砂質土 な し な し 現代の埋設管掘 り方埋土、地山黄褐色粘土ブロック (径 0 5cm大 )含む。
Ic 5GY71 明オリーブ灰色 細砂土 な し な し 現代の埋設管埋土、 (地山ブロック (5GYm黄 褐色粘上、径0もcm大 )含む。
〔d 10YRグ 1 黒色 ¶砂質シルト ややあり あ り 現代の埋設管掘 り方埋土、 (地山黄褐色粘土ブロック径0 5cn大 )含む。
Ic ЮYR32 黒褐色 細砂質シルト ややあり あ り 現代の埋設管掘 り方埋土、礫 (径 3～ 5cm大 )を 多く含む。
If 10YR6/4 にぶい黄橙色 翻砂質シルト あ り あ り 現代の埋設管掘 り方埋土、地山粘土ブロック (径0 5cm大 )を多く含む。
I 10YR08 明黄褐色 粘質土 あ り な し 現代の埋設管掘 り方埋上、地山ブロック (径5～ 1∝ m大 )を 多く含む。
コ 1∝ R473 にぶい黄褐色 IIt/質 シル ト な し な し 盛土、表土下層、木の根、地山ブロック (黄褐色粘土)を 多く含む。
10YR7る 明苦褐徹 七υ質ンル ト あ り な し 盛上、表土下層、地山プロック (黄褐色粘土径3～ 8cm大 )を多く含む。
10YR7r6 明黄褐色 粘質 ンル ト あ り あ り 整地層①、地山ブロック (白色・黄褐色粘土径1～ 3cm大 )を少量含む。

Ⅲ b 10YR守6 褐色 細砂質粘十 あ り あ り 整地届②、映 (径 5～ 15cm大 )を多数含む。
IIIc 10YR5′8 黄褐色 細砂質粘土 あ り あ り 整地層③、地山ブロック (自色・黄褐色粘土径0 5cm大 )を多く含む。
Ⅳ 75YR8/3 浅黄橙色 シルト質粘土 あ り あ り 地山岩盤の二次堆積、混ざりのないンル トの水平縞状 (厚 さ約0 5cm)堆積。

S-1406 10YR416 褐色 細砂質シルト あ り な し ピット埋土には、礫 (径 3～ 10cm大 )多数と、瓦小片を数点含む。
にぶ い苦褐打 細砂質シルト あ り な し ピット埋土には、瓦数点と礫 (径 3～ 1∝ n大 )を 多く含む。

間の層であるⅢb層 には径 5～15cm大の円礫が多数混ざっていた。いずれも基盤整備等のために構築された整地層

と考えられる。Ⅳ層の地山は北側と南側に確認できた。

(2)遺構と遺物

S-1405(ピ ット)調 査区中央の西辺において東側の一部を検出した。ピットは整地層であるⅢa層上面より切り込
まれている。西側半分が調査地外であるため全形は不明であるが、楕円形を呈するものと考えられる。直径が03m

を測り、少量の円礫 (径 5 cm大 )を含んでいた。

S-1406(ピ ット)調 査区中央の東側にて円形のピットを検出した。整地層であるⅢa層上面より切り込まれている。
直径05mを測り、多数の円礫 (径 10cm大)と数点の瓦片を含んでいた。

出土遺物 I層 :構梗文軒平瓦 1点、軒平瓦 1点、三巴文軒桟瓦 2点、桟瓦 1点、英斗瓦 2点  Ⅱ層 :軒丸瓦 1

点、平瓦 2点、桟瓦 1点、英斗瓦 1点、道具瓦 1点、駒付平瓦 1点
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第14図  3 トレンチ出土遺物実測図 (1/6)

|_十_

第 6表  3ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構・層位 重さ (k8) 特徴 (計測値の単位はcm)

第 14図  1 軒平瓦 6‐ 言榎文、焼成 :良好、胎土 :軟、長さ (30)、 高さ (41)、 厚さ19

第 14図  2 軒桟瓦 66 (036) 三巴文、焼成 〔良好、胎土 :密、長さ (69)、 厚さ (14)、 瓦当径 (93)

第 14図  3 FAf斗瓦 3〕 完成 〔良好、胎土 :密、長さ (112)、 幅 125、 厚み20

第 14図 4 平瓦 (140) 泉刻、焼成 :里好、胎土 :密、長さ (308)、 幅 (211)、 厚さ26

第 14図  5 魏斗瓦 61・ 70 [・ Ⅱ 焼成 !良好、胎土 :密、長さ25、 幅 122、 厚さ25



4.4ト レンチ
4～ 7ト レンチは、本丸跡から降る現道路が、西向きから北へ曲がって中門跡へまっすく

ヾ
向かう右 (東)側に設

けた。いずれも沢門跡の南上方にあたり、そのうち4ト レンチは最も上 (南)で、道路がカーブするあたりである。

この付近は、道路に沿った東側の幅 2～ 3mが路面より低く、さらに東側は高さ 1～ 1.5mの土塁が南北方向に伸び、

道路から6～ 10m先で谷側への急斜面となっている。土塁の上面に、長径60～80cmの安山岩系の石材が 2石露出し

ており、この石材と土塁の性格確認を主たる目的として調査区を設定した。調査範囲は、北東～南西方向に長さ4.6m、

幅1.8mの トレンチとした。

(1)層序

I層は Ia～ Icに区分したが、いずれも新旧の表土お

よび近代盛土・コンクリー ト側溝埋土等である。

Ⅱ層は土塁を主に構成している土層で、径 5～20cm程

度の円礫を大量に含む礫層である。主たる部分の厚さは

約15cmで、下面はほぼ水平となっている。時期は瓦片

以外に遺物の出土がないものの、桟瓦片が出土している

ことから近世後半期とみられる。同様の礫層は、第 3～ 6ト

レンチでも検出し、その間の調査区外や周辺にも多量の礫

が地表に露出している。Ⅲ層は、上下に分けたⅢa層がⅡ層

の下でやはり水平な広がりをみせ、Ⅲb層は下層のⅣ層上面

が北東側へ降るのを埋めるように北東へ厚く堆積している。

Ⅳ層のうちⅣa層は、一見地山と見間違うような黄褐

色の混じりのない粘質土層で、トレンチ南西端に一部の

みみられる地山 (V層 )と直接接する。このⅣa層上面

は後に述べるピット (S1420)の 付近で急激に北東側へ

下降し、その斜面を埋めるようにⅣbo Ⅳe・Ⅳf・Ⅳgo Ⅳc・

Ⅳd層が順次積み重なっている。Ⅳa層 を除く各層は、地

山土を始めとする複数種の上が混合したもので、明らか

に斜面を埋めた盛土 (造成土)と思われる。

第 7表  4・ 5ト レンチ土層註記表

歿
0                 2m

第 15図  4ト レンチ平面・断面図 (1/50)
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遺梢 層位
土 色

土質
土 ‖上

備 考
上色No 土色 粘性 し り

I 10YROワ 灰黄褐色 ン,レ ト な し な し 現表上。

Ib 黄精色 シルト あ り 強 い 地 1起源の近代盛土。黄ホひ色 灰白色のンル ト質 ヒと褐色砂の混合。
Ic 灰黄褐色 砂質 な し ib盛土以前の‖]表土。

Id ЮVR64 にマゞい黄橙色 砂質 な し あ り 近代の撹舌L坑埋土

Ic ЮYRη l 褐灰色 砂質 な し 弱 い コンクリー ト側滸内lt槽 土。

I∫ 10YR02 灰黄褐色 砂頃 な し な し コンクリー ト側滸内堆柚土下層。

1 10YRFa14 にぶい★橙色 細砂質 あ り コンクリー ト側滞lFLり 方埋土。

Ⅱ 7 5YR5′ S 明褐色 i/・質 あ り B封 ヤゝ 拳大前後の隈を多量に含む。いわゆる礫同。

10YRV6 褐色 砂質 あ り ・JJい 粒径 lcm以下の白色 灰色・褐色地山起涼土を多量に含む。
ЮYR46 褐色 砂質 あ り Ⅲa類似。地山起腸t土 の粒径小さく、量も少ない。Щょよりゃゃ淡い色調。

prを
t 10YR,電 黄橙色 1/質 シル ト 強 い 腋 い り]黄橙色。白色 灰色 褐色の地山起源土を多く含む。きわめてしまり強い。

「ザb 10YRSる ☆褐色 ll質 あ り 暗黄褐色。砂粒 。小礫をほとんど含まない。

prc 75YR炒2 灰白色 粗砂質 な し あ り 粒径3cn以 下のlH砂質土。

75YR7/8 うヒ橙色 粘質 あ り 反白色土と灰☆色がブロ ック状に混合。

「
lc 10YR6μ にぶい貸4・ IN色 砂 質 あ り あ り 小礫混 じり。任0 5cm程 度の地山起源粒含む。

IVI 10YR5μ にぶい賛褐色 砂 Fi あ り mI砂質i。 コ質で混じり少な↓
prO 10YRt・ 4 にぶい黄橙色 砂質 あ り あ り Ⅳc類似。灰色粒少ない。

10YR8/ 灰白色 シル ト あ り 地山。鉄分の染み込みで部分的に黄褐色。径0 1cm以 ドのに1色粒含む。

81418 10YR54 にぶい黄褐色 砂質 あ り jJ 5ト レシチ中央、サブ トレンチ内Ⅳa層 上面にて検出、礫を少量含む。

S1419 10YR5/3 にぶい黄褐色 イi:ケ〉獲 あ り 5ト レンチ中央、サブ トレンチ内Ⅳa周「 ‖iに
て検出、礫を少氏t含む。

S14フЭ 10YR5/6 拭褐色 脂i齊 あ り トレンチ前束 l・ YⅣ c「i rIIにて検日I、 暗黄 tg」 色。砂続 小礫をほとんど含まない。



(2)違構と遺物

調査区設定の理由のひとつであった 2個の石材は、 I層 (表土・

近代盛土)の上に載っており、石組側溝等の遺構としての性格をも

たないことが判明した。

S1420(ピ ット)Ⅳ a層 上面が北東へ下降する肩部にあたるとこ

ろ、調査区南東壁面に一部かかるかたちでピットを検出した。径も

cmを測り、埋土は上層のⅣb層 とほぼ同じである。

出土遺物  I～Ⅲ層で瓦片少量 (33点 )を検出した。

10cm

第16図  4ト レンチ出土遺物実測図 (1/3)

第 8表  4ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構 層位 重さ (k宝 ) 特徴 (計測値の単位はcm)

第 16図  1 呼平箋 I (0121 構榎文、焼成 :良好、胎土 :軟、長さ (23)、 瓦当高 (42)、 瓦当厚22

5.5ト レンチ
4ト レンチの北側、約 2m離れてほぼ平行に 5ト レンチを設定した。発掘前の状況は 4ト レンチとほぼ同じで、

道路の北東側に路面より低い平坦部が幅 3mほ どあり、そこから先は高さ約 lmの土塁を形成し、道路から8～ 9m

で谷側への急斜面となる。道路沿いの平坦部に長径70cm程の石材 1石、土塁の斜面部分にそれぞれ長径佃 cm・ 60cm

程度の石材 2石が露出しており、これら石材およ

び土塁の性格確認を目的として 5ト レンチを設定

した。

(1)層序

土層は、近接 している関係もあって 4ト レン

チ・ 5ト レンチで類似する部分が多 く、土層名

(番号)も共通のものを付した。 I層 は新旧の表

土・近代の盛土、およびコンクリー ト側溝周辺の

境乱土層である。調査区北東端の上塁の上部で

は、盛土を含めて厚さ50cmに達する。Ⅱ層は土塁

を主に形づくっている礫層である。最大の厚さ30

cm程もあるが、南西側 (道路側)にむかって急激

に薄くなり、直接現表土に接してコンクリー ト側

溝手前で消滅する。Ⅲa・ Ⅲb層はⅡ層の下全体に広

がり厚さ20cm程度を測る。Ⅱ・Ⅲ層とも近代遺物

を含まず、瓦片少量が出土したのみであるが、Ⅱ

層には桟瓦らしき小片が認められた。Ⅳa層は、Ⅲ

b層 の下、コンクリー ト側溝の周辺に大きく広が

り、調査区北東端から1.7m付近で北東側へ落ち込

む。そこか らさらに北東側には、Ⅳb・ Ⅳc・ Ⅳd層

が斜面を埋めるように堆積し、Ⅳa層 を含めたそ

の上面は一体の水平面を形成する。切土・盛土を

伴う整地面であろう。V層は明瞭な洪積世堆積層

(地山)である。

目伊 滋 歩

0                 2m
|

トレンチ遺構平面・断面図 (1/50)第17図  5



(2)遺構と遺物

地表に露出していた 3個の石材は I層 (表土 。近代盛土)の上

に載っており、遺構としての原位置を保っていないことが判明し

た。

S-1418(ピ ット)前 記S1419と 同一面ですく
ヾ
南西側に検出した。

これも略円形を呈するものと思われるが、南西側半分程はコンク

リー ト側溝の掘り方で壊され、残りの大半も北西側のサブ トレン

チ外となる。側溝掘り方の壁面に遺構断面がかかつており、そこ  第18図
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5ト レンチ出土遺物実測図 ( 1/3)

で観察すると径60cm、 深さ30cm程度を測る。

S1419(ピ ット)南 東壁サブ トレンチ内のⅣa層上面に、一部北東側への落ち込みにかかって検出した。半分以上

が北西側のサブ トレンチ外であるが、円形ないし楕円形と見られる。検出長85cm、 検出幅25cmを測る。

出土遺物  I～ Ⅲ層で瓦片33点検出。

6.6ト レンチ
道路際から土塁に直行する状態で東西 6m、 南北 2mの トレンチを設定した。道路側斜面に長径45cmの 安山岩系

の石材が露出している。土塁は道路に近接した状態で大きく隆起し、背後の東側は谷に向かって急に傾斜する。高

さ16m、 幅 7mを測 り、この付近では直線状に道路に平行する。これらの石材や土塁の性格解明を主目的に調査を

行った。

(1)層序

層序は I層 (表土・攪乱 )、 Ⅱ層 (盛土 )、 Ⅲ層 (整地層 )、 Ⅳ層 (旧表土 )、 V層 (地山)の 5層がある。 I層に

は径15cm大の円礫を非常に多く含む。土塁の傾斜面に露出した石材は、 I層 の表土中に含まれていることから、近

現代に移動したものと判断できる。Ⅱ層はa～cの 3層があり、明黄褐色シル ト質粘土層が主体的である。 I層 と同

様に多くの円礫と少量の瓦を含んでいる。最下層面からは安定した状態で残存状況が良好な数枚の瓦が出土した。

Ⅲ層は黄褐色シル ト層を主体とし、Ⅲa～Ⅲcの 3層がある。何れもしまった土質を呈し、Ⅲb・ Icの上層内には地

山の責褐色土等が径 1～ 5 cm大 のブロックとして混ざつていることから、いずれも基盤整地等のための整地層と考

えられる。Ⅳ層は地山直上に堆積している旧表土である。このⅣ層は、西側斜面地の一部を切り込み、段を有して

おり、この段の上面からⅢa～Ⅲcの整地が行われている。Ⅳ層は堆積の前後関係からみると、Ⅲ層の基盤整地以前

にまで遡ることが推測できる。V層は黄褐色シル トの地山である。

(2)遺構と遺物

S-1417(土坑)調 査区西端にて土坑の一部を検出した。地山であるV層上面より切り込まれている。平面形状は

西・北側が調査地外であるため全形は不明であるが、精円形を呈するものと考えられる。規模は検出長075m、 検出

幅0.もmを測る。埋土は地山の黄橙色粘質シル トのブロックを少量含む黄褐色シル トである。

出土遺物  I層 :丸瓦 1点、輪違 1点、塀平瓦 1点  Ⅱ層 :平瓦 2点、駒巴瓦 1点 Ⅲ層 :平瓦 2点、垂文軒桟

瓦 1点、桟瓦 1点

第 9表  5ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構 層位 重 さ (聰

'

特徴 (計測値の単位はcm)

第 18図  1 軒平瓦 Ⅱ 暁成 :良好、胎土 :軟、瓦当高 (31)、 瓦当厚20

14
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第19図  6ト レンチ遺構平面・断面図 (1/50)

第10表  6ト レンチ土層註記表

詞 |

勧

遭梢 周位
土 色

土質
J二 性

考
土色 粘性 しまり

Ia 10YR3つ 黒褐但 縦砂 質ンル ト な し な し 夫上、礫 (径 10～ 15cm大 )を 多く含む。
Ib 10YRグ2 黒褐色 社ll1/質 シルト あ り な し コンクリー ト側滸埋十、礫 細砂を多く含む。
10YRS16 黄褐色 シルト な し な し 盛土、傑 (径 Ю～15cm大 )を 含む。
10YR5μ にぶい黄褐色 粘質シル ト あ り な し 感十、礫 (径 5～ 15c aa大 )を 多く含む。
10YR6 6 明黄褐色 シルト質粘土 あ り ややあり 遺物包含目、礫 (径 5～ 15cm大 )、 残存状態が良好な瓦を含む。
10YR54 にぶい黄褐色 細砂費シルト あ り ややあり 整地層、混ざりなし。
10YR8 4 浅黄橙色 粘質シル ト あ り あ り

“

地層、地山射犠ブロ ノク (径 1～ 3cm大 )を 多く含む。
黄褐 ff ンルト あ り あ り 整地層、楔 (径 3～ 5cm大 )、 地山ブロックを多く含む。

Ⅳ 10YRT2 灰黄褐色 器1砂質シルト ややあり な し に表上。地山直上の自然lt積 、整地を行う以前の表土面。

10YR7お 試雑色 粘質ンル ト あ り あ り 地 lb、 岐質上同。

S1417 武褐色 ll質 シル ト あ り あ り 礫 (径 にm大 )少量と地山ブロック (黄橙色lr質 シル ト)を 少量含む。

壁
―

第20図  6ト レンチ出土遺物実測図 (1/6)

第11表  6ト レンチ出土遺物註記表
図版II号 種  類 遺物番号 遺構・層位 重さ (k使 ) 特徴 (計沢‖値の単位はon)

第20区  | 丸瓦 I(コ シクリート側滞内) (162) 娩成 :良好、長さ ("4)、 幅 171、 高さ79

第20図 2 平瓦 Ⅱ (106) 焼成 :良好、長さ241、 幅 (145)、 厚さ平均 2

兜201又1 3 輪灘 い百 97 (028) 長 さ 13)(推定長さ 14程度 )、 幅 (89)、 推定幅 (146程 度 )、 平均厚さ19



7.7ト レンチ
当調査区は、市道青葉城線の道路際から土塁の北端に直行する状態で、東西45m、 南北2.2mの トレンチを設定した。

土塁の傾斜面に 3石の石材が露出している。西側は長辺 lm、 中央と東側は一辺0.5mを 測る安山岩系の石材である。

西側の 1石は長さ lm、 幅0.25mの 長角石に粗加工が施されている。土塁は道路に平行して南北方向に走行しており、

背後の東側は谷状に大きく傾斜し、高さ0,7m、 幅 6mを測る。これらの石材や土塁の性格解明を目的に調査を行った。

為
7340m

コンクリー ト側溝埋土

0                 2m
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第12表  7ト レンチ土層註記表
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第21図  7ト レンチ平面・断面図 (1/50)
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逆構 層位
七 色

上質
土

備 考
土色No 土色 粘性 しまり

I 黒色 細砂質シルト な し な し 表土。

10YR4 4 褐色 細砂質粘上 な し な し 盛土、円礫 (径 1～笙m大 )を 少量含む。

10YR3珍 黒褐色 細砂質シルト な し な し 盛土、純粋なシル ト同で混ざりなし。

コ 10YR08 明黄褐色 紐砂賢ンルト な し な し 盛土、無し細砂質シル ト層。

10YR7る 明黄褐色 llH砂質シルト ややあり ややあり 整地層、淀ざりのない白色 黄色細砂ンル ト層が縞状に水平堆積。
10VR616 明黄褐伍 組砂質ンルト あ り ややあり 整地屑、舛絡状の地山ブロック (径 1～5cm大 )を 多く含む。

皿 c 10YR4μ 褐色 シ,レ ト ややあり あ り 整地屑、ンル ト層に地山ブロックがわすかに混ぎる。

10YR5沼 にぶい黄褐色 iH砂 な し あ り 整地層、地山ブロック (径 1～ 5cm大 )を多く含む。
10VR7′ 3 にぶい黄橙色 細砂 な し あ り 整地層、混ざりのない細かい砂層。

黄橙色 シ,レ ト ややあり ややあり 自然堆積、地山の二次堆横。

10YR4 4 掲色 粘質シル ト あ り あ り 礫敷き遺構、円礫 (径 1～ 1 5cm大 )を 多数敷き詰めている。

Ⅲ h 10YR06 明黄褐色 粘箕シル ト あ り あ り 整地層、地山の礫 (径 3～ 5cm大 )を少壁含む。
Ⅲ i 10YR6 6 明黄褐色 粘質土 あ り あ り 幣地層、地』〕ブロックを含む。

Ⅳ 10YR7潟 黄袴色 あ り あ り 地山、換冒群 (円 礫径5～ 10cm大 )を多く含む。
10YR3/1 黒褐色 ml砂質シルト な し な し コンク 1)― 卜側溝北側延長部の上屑埋土。表土と同様の腐植土。

2 10YR54 にぶい黄褐色 細砂質シルト な し な し コンクリー ト側満北積I延長部の上局埋土。表土と同様の腐植上に④層がブロックにて混 じる。

3 10YR4 4 褐色 細砂質シルト ややあり ややあり コンクリー ト側溝北側延長部の埋土。表土と|]様の腐植土に④層がブロックにて混 じる。

10YR3/1 黒褐色 細砂質粘土 ややあり ややあり コンクリー ト側溝北側延長部の埋土。⑤厨と同様のブロックが混じる。

5 10YR2/1 黒色 細砂費ンルト あ り な し コンクリー ト側溝北側延長部の埋土。表土と同様の腐植土。

10YR4 4 褐色 あ り あ り コンク 1サ ー ト側溝北側 /jIE長 部の 下層理土。表土と同様の慮植 に。

7 10YR5お 黄褐色 IDI質 ■ あ り あ り コンクリー ト側溝北側延長部の下層理上。表土と同様の腐植土。

8 10YR3ρ 黄褐色 ンルト あ り ややあり コンク|サ ート側清北417yF長 711埋土、細砂、表上の腐植土を含む、側滞の理土。

9 黄褐色 シフレト あ り ややあり コンクリー ト側溝北側延長部埋土、地山の黄褐色粘土ブロック、礫 (円礫径5cn大 )を 含む。

S■ 421 10 黄褐色 粘質ンル ト あ り ややあり 溝埋北 (10YR54に ぶい黄褐色粘土)ブロックを含む。
S-1422 11 10YRR/6 黄褐色 ン,レ ト あ り な し 溝埋土 L層 、礫 (径5cm大 )を数個含む。

12 10YR414 褐色 細 1/質粘士 あ り あ り 満埋土中層、 (10YR54に ぶい黄褐色粘上)ブロックを含む。
13 にぶい黄褐色 粘質ンル ト あ り あ り 溝埋上下層、(10YR″ 8黄橙色 ンル ト)ブロックを含む。

S1423 14 10YR4お にぶい黄褐色 細砂質粘■ あ り あ り 下層にはピットに対し縦方向の状況にて瓦が多く出上した。傑 (径0 5cm大 )を 多く含む .

S14餌 10YR5る 黄 igJ色 ンルト あ り あ り ピント埋土は、地山ブロック、円礫 (径 5cm)、 瓦小片を少壁含む。

S■ 425 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト あ り あ り ビット埋上には地山ブロ ック (径 lcm大 )、 礫 (径0 5cm大 )を 少量含む。



(1)層序

層序は上位からI層 (表土・攪乱)、 Ⅱ層 (盛土)、 Ⅲ層 (整地層)、 Ⅳ層 (地山)の 4層がある。 I層は表土と攪

乱 (近現代の側溝)がある。表土は腐植質の黒色細砂質シルト、側溝埋土は黒褐色細砂質シル トを主体としている。

石材は I層 の表土中に含まれていることから、近現代に移設されたものであろう。Ⅱ層はa～cの 3層があり、明黄

褐色細砂質シル トが主体的である。比較的に軟質の盛土とみられるが、近現代の遺物は含んでいなかった。Ⅲ層は

Ⅲa～Ⅲiの 9層があり、明黄褐色細砂質シルトを主体とする整地層である。Ⅲa～Ⅲd・ Ⅲh・ Ⅲiについては地山の黄

褐色土、岩盤等を径 1～ 5 cm大 のブロックとして混入し

ているが、Ⅲcについては純粋な細砂層である。また、Ⅲ

gについては細砂質シル トに径 1～ 1.5cm大の円礫を多く

含んだ砂利層である。当Ⅲ8は上下の整地層に挟まれてい

る関係から同一の性格を有するものとも考えられるが、

調査区の西側に於いてはⅢfよ り上層を確認することが

できなかったことから、整地層以外の礫敷き等の性格を

有するものであろう。Ⅳ層は多くの標を含んだ地山の礫

層である。

第13表  7ト レンチ出上遺物註記表

(2)遺構と遺物

S-1423(ピ ット)調 査区北東角にて南西側の一部を検出した。ピットの切り込み土層は、コンクリー ト側溝に切

られているため正確な位置を確認することはできなかったが、層位の高さからみるとⅢg層より上位と考えられる。

北側半分が調査地外であるため全形は不明であるが、不定形を呈するものと考えられる。断面形状は逆台形を呈す

る。規模は検出部分から径033m以上、深さ0,35m以上を測る。埋土には多くの瓦片を含んでいた。

S-1424(ピ ット)調 査区南東部、土塁北端斜面にあたる部分で検出した。盛土であるⅡa層上面より切り込まれて

いる。規模は直径が0.5mを 測 り、少量の円礫 (径 5 cm大 )と数点の瓦片を含んでいた。

S-1425(ピ ット)調 査区中央の東側にて円形状のピットを検出した。平面形状は部分確認であるため不明である。

断面は盛土であるⅡb層より切り込まれた逆台形を呈する。規模は検出径が0.5mを 測る。埋土は地山のブロック (径

l cm大 )を少量含む、にぶい黄褐色粘質シル トである。

S-1421(溝 )調 査区中央の北辺において一部を検出した。Ⅱb層上面より切り込まれて、南北方向に走るものと考

えられるが、検出長がわずか0.5mで あるため全容は不明である。検出幅は0.Z伍を測る。断面形状は幅広い「U」 字

状を呈する。埋土内には少量の円礫 (径 5 cm大 )を含んでいた。

S-1422(溝 )調 査区中央の北辺において一部を検出した。溝はⅡb層上面より切り込まれており、東側に隣接する

溝Sl翌1を切っている。南北方向に走り、南側で東側へ大きく円弧を描いているが、その東側は未調査であるため

全容は不明である。規模は検出長が1.2m、 幅1.lmを測る。断面形状は「U」 字状を呈する。埋土は、にぶい黄褐色

粘質シル トである。埋土内には少量の円礫 (径 5 cm大 )を含んでいた。

出土遺物 Ⅱ層 :九曜文軒丸瓦 1点、桟瓦 1点、戻斗瓦 1点、駒付平瓦 1点

8.8ト レンチ
8ト レンチの調査地は、大手門より本丸への登城路と清水門や沢の曲輪からの登城路とが、「TJ字状に合流する

沢門の推定地である。さらに西側は中の曲輪の推定地でもあることから、登城路の中でも重要な地点と考えられる。

-2
0                                   30cm

第22図  7ト レンチ出土遺物実測図 (1/6)

図版番号 種  類 置物番号 遺構・層位 重さ (kR) 特徴 (計測値の単位はca)

第22EXR I 軒 )と瓦 Ⅱ (058) 九曜文、焼成 〔良好、胎土 :軟、瓦当径 15、 長さ (39)、 厚さ25

第 22図 2 焚斗瓦 Ⅱ (044) 辟成 :良好 胎十 :密 長さ (122)幅 (H8)厚 さ (23)



今回の調査は、沢門跡の検出と当門に伴う土塀

跡等の確認を主目的とした。調査区は、市道青葉

城線の東側に位置する平場に東西3.5m、 南北

3.Omの トレンチを設定した。地形的には、青葉山

丘陵の北側へ下がる傾斜地に位置し、北東側は

清水門からの登城路に伴う石垣とによって落差

約 9mを測る。

(1)層序

層序は I層 (表土・攪乱 )、 Ⅱ層 (盛土 )、 Ⅲ層 (整

地層)の 3層がある。I層の表土は腐植した黒色

細砂質シルトを主体としている。攪乱は南西壁面

にみられる表土から切り込んだ土坑である。この

土坑内には多量の炭、焼土を含んでいる。Ⅱ層はa

～fの 6層があり、明黄褐色粘土が主体である。土

層の性格としては、比較的に軟質であるが、数多

くの水平堆積の状況から、近現代の盛土と考えら

れる。この盛土を行っている窪地は、北西から南東

方向に走る幅2.5m、 検出認 .3mの溝状のもので

ある。性格としては、幅広く浅い形状や床面に

砂利を多く混ぜ、硬く叩き締められていること

から、路面として使用されていた可能性が高い。

時期は、上面から昭和28年の十円硬貨が出土し

S-1407土層断面

南壁土層断面

第23図  8ト レンチ平面・断面図 (1/50)
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第14表  8ト レンチセクションベル ト・S-1407土層註記表

遺構 届位
土 色

土質
土

備 考
土色No 土色 粘性 しまり

Ⅱ f 10VR2/1 黒色 細砂質シルト な し あ り 旧表土、砂礫 (径 lcm大 )を 多く含み硬 く締まっている。
10YR6‐ /4 にぶい黄袴色 鮒砂質シルト な し あ り 旧表土直下の堆積、瓦 。円礫 (径 5～ 1∝ m大 )を多く含む。

Ⅲ b 10YR5沼 にぶい苦褐徹 ン,レ ト あ り あ り 瓦・円礫 (径5～ 1∝ m大 を多く含む、整地層上面

Ⅲ c 10YR5′3 絣砂宵シル ト あ り 整地層。地山ブロ ク 径,cn大)を 少景含む。
明苦揚角 整1411屑 ^ll山 ブロック 径05 lcm大 )を少景合む。

10YR5溜 にぶい黄褐色 シル ト あ り 整加 眉^ll l山 ブ ロック 径 1 3cm大 )歩 少景 く含 ぬ

10YR8お 黄種色 ン,レ ト あ り あ り 整地膳。地 山フ ロック 径 1～ 3cm大 )を 少量 3~む。
S_1407 1 黄橙色 粘質土 あ り な し 旧表土層、地山ブロック (径 1～ 3cm大 )を 多く含む。

2 10YRグ 1 黒色 烙質土 あ り な し 縞状の堆積、粘質を有するが、17flま りのない軟質土。

3 10YR8 8 黄 I‐―缶 粘質土 あ り な し 円礫 (径 10cm大 )、 地山ブロック (径0 5cn)を多く含む。

10YRグ 1 黒 徹 あ り な し 2層 と類似する腐植土が浅く筋状に堆積。
5 10YRV8 苦搭缶 結管 十 な し II山ブロック (径 lcm大 )を多く含む。

黒褐打 差十に類する溜ざりの少ない腐植十.砂礫を含む。
10YR7,6 明黄褐色 lll砂賃シル ト あ り な し

8 10YR516 黄褐色 細F/質 シルト あ り な し Ⅱa層 と同様 の砂礫混 じリンル ト月 の流れ込み IF上。

10YR6/8 明黄褐色 粘質土 あ り な し 也山ブロック (10YR8μ浅橙色粘質土、径ワcm大 )を 少量含む。
10YR5る 黄褐色 粘質シル ト あ り な し 地山ブロック (10YR8 4浅 橙色粘質土、径 1～ 3cm大 )を 多く含む。

11 ЮYR66 明苦褐徹 粘質十 あ り な し 地山ブロック (ЮYR84浅 橙色粘質土、径 lcm大 )を 少量含む。
12 請褐缶 粘宵 十 あ り な し 地山ブロック (10YR8 4浅 橙色粘質土、径lcn大 )を 少量含む。

第15表  8ト レンチ (南壁)土層註記表

遺構 層位
土 色

土質
土

備 考
土色N6 土色 粘性 しまり

I 10YRIρ 黒色 細砂質シルト な し な し 表土。

10YR1 7/1 黒 伍 泥炭 十 な し な し 覺乱、理上のほとんどが炭化物で占めている。

10YR52 灰黄褐行 砂礫 十 な し 砂、礫 (径 0 5cm大 )を 多数含む。
Ⅱ c ЮYR4rJ 褐灰伯 V4T砂 暫碑 方衆1 解 (径 2～ 3cm大 )を 多く含む。
10YRVI 褐灰色 細砂質土 ややあり ややあり

10YR08 明黄掲色 粘土 あ り あ り 地 山ブ ロック (径 lcm大 )を 多 く含む。
Ⅱf 10YRグ | 黒 色 細砂質シルト ややあり あ り 旧表土 (腐植土 )、 溝S1408の 直上理土。

S■却Э7 1 10YR4洛 にぶい黄褐色 粘質シル ト あ り あ り 肯埋没後の窪地を地山ブロック (径 1～ 5cn大 )に て整地。昭和28年 の 10円硬貨出土。
2 10YR2/1 黒 色 細砂質シルト あ り あ り 旧表土、溝S1408の 直上埋土と同様の腐植土。

3 10YR2/3 黒褐色 細砂質十 あ り あ り 溝S1407下 層埋土。

S-1408 10YR2/〕 黒色 細砂質粘 十 あ り あ り 溝S1408理 土。円礫 (径も～ 1能 m大 )を 多く含む。
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第24図  8ト レンチ出土遺物実測図

第16表  8ト レンチ出土遺物註記表
図版番号 種  類 遺物番号 遺構・層位 重さ (敗 ) 特徴 (計測値の単位はcm)

第24図  1 塀平瓦 S■413 水切 り、焼成 :良好、胎土 :粗、長さ (278),幅 (230)、 厚さ35

第24図 2 塀平瓦 S■ 413 水切 り 釘穴、焼成 :良好、胎土 :密、長さ ("1)、 幅 (171)、 厚さ (32)
第%図 3 冠伏間瓦 166 S■ 413 発成 :良好、胎土 :粗、長さ (254)、 幅 (■ 0)、 高さ107

駒瓦 77 S■413 掏巴、長さ (234)、 最大幅89、 高さ135

第24図 5 駒 瓦 180 S1413 (176) 長さ (350)、 最大幅91、 最大高Ю 5

第%図  6 駒瓦 S■413 (110) 長さ ("9)、 最大幅 (釘穴部分)92、 高さ (73)、 推定全長 :約47
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たことから現代に属する。Ⅲ層はⅢa～Ⅲfの 6層があり、Ⅲ脳こついては、にぶい黄橙色細砂質シルトである。円礫 (径 10cm

大)や瓦片を少量含むが、軟質である点から、近世の盛土と考えられる。Ⅲbについては、円礫 (径 10～15cm大)や瓦片を

多く含んだ近世の遺物包含層である。Ⅲc～fについては、地山の黄褐色土、岩盤等 (径0.5～ l cm大 のブロック)を混

入している整地層である。Ⅲf層より下位の地山等の堆積については確認できなかった。

(2)遺構と遺物

S-1407(溝)調 査区中央にて北西から南東方向へ直線的に延びる溝である。整地層であるⅢb層上面より切り込ま

れている。規模は検出長が35m、 幅1.lmを測る。埋土は主に黄褐色シル トである。下層にてピットS-1413・ 1414・

1415を検出した。溝の性格としては、塀の柱穴を有する布掘溝と考えられる。

S―引408(溝)調 査区南側にて北西から南東方向へ直線状に延びる溝である。盛土であるⅡb層上面より切り込まれ

ている。溝の全形は調査地外に継続しているため不明であるが、検出長が25m、 幅05mを測る。断面形状は皿状を

呈する。埋土は黒色細砂質シル トである。埋土内には多数の円礫 (径 5～ 10cm大)を含んでいた。

S-1409(ピ ット)調 査区の北西端にて検出した大型のピットである。盛土である Hc層上面より切 り込まれてお

り、楕円形を呈する。規模は長径1.lm、 短径0.5mを 測る。埋土内には多数の円礫を敷き詰めた状態で含んでいた。

上面よリコンクリー トとレンガの小片を検出した。

S-1410(ピ ット)調 査区中央の北よりにて楕円形のピットを検出した。整地層であるⅢb層上面より切り込まれて

いる。規模は検出径0.6mを 測る。埋土内には多数の円礫 (径 10cm大)と数点の瓦片を含んでいた。

S-1411(ピ ット)調 査区中央の南よりにて検出した。平面形状は円形を呈し、盛土のⅢb層 より切り込まれてい

る。規模は直径0.35mを 測る。埋土内には少量の円礫 (径 10cm大)と小片の瓦を含んでいた。

S-1412(ピ ット)調 査区南西端にて円形のピットを検出した。整地層であるⅢb層 より切り込まれている。規模は

検出径が04mを測る。ピットの埋土は黄褐色シル ト、埋土内には径10cm大の円礫と瓦片を含んでいた。

S1413(ピ ット)調 査区北西側の清Sl範 7北端にて検出した。溝上層のにぶい黄褐色土層より切り込まれている。

平面形状は楕円形を呈し、規模は直径0.4m、 検出深さ0.5mを 測る。ピットの埋土は黄褐色シル トである。埋土内か

らは、残存良好な瓦片が多数出土した。ピットは布掘状を呈することから、塀に伴う柱穴の可能性がある。

S-1414(ピ ット)調 査区中央の溝S1407床 面にて検出した。平面形状は南北方向に長い楕円形を呈し、規模は長

径0.58m、 短径0.32mを 測る。ピットの埋土は、地山のブロックを少量含んだ黄褐色シル トである。出土遺物は確認

できなかった。遺構の性格はS-1413と 同様の布掘状を呈することから、塀に伴う柱六の可能性がある。

S-1415(ピ ット)調 査区南東端の溝S1407床 面にて検出した。平面形状は歪な円形を呈し、規模は直径03mを測

る。ピットの埋土は、にぶい赤色シル トである。出土遺物は確認できなかった。遺構の性格はS-1413・ 1414と 同

様の布掘状を呈することから、塀に伴う柱穴の可能性がある。

S-1416(ピ ット)調 査区北西側にて検出した。南側は溝Slね71こ よって切られているが、平面形状としては円形

を呈するものであろう。規模は推定直径が0.5m、 検出深さが0.55mを 沢1る。ピットの埋土は、自色系の地山ブロック

を含んだ明黄褐色シル トである。出土遺物は確認できなかった。遺構の性格はS-1413。 1414と 同様の布掘状を呈

することから、塀に伴う柱穴の可能性がある。

出土遺物  I層 :軒平無文軒桟瓦 1点、塀平瓦 1点  Ⅱ層 :三引両文軒丸瓦 1点、平瓦 1点 Sl網7:丸瓦 1点、

三巴文軒桟瓦 1点、軒桟瓦 1点、駒付平瓦 1点  S14C18:三 巴文軒桟瓦 1点 S1413:冠伏間瓦 6点、面戸瓦 1点、

塀平瓦 3点、駒付平瓦11点、駒巴瓦13点
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Ⅳ 土塁の測量調査について
土塁の測量調査としては、沢門跡南側土塁と中門跡北側土塁の 2か所を対象として実施した。測量調査範囲の面

積は約1,835∬ である。作業は平成18年 3月 1日 から13日 にかけて実施した。

測量の主たる目的としては、土塁の上に繁茂する樹木や降雨等の影響で、土塁の形状に経年変化が発生する恐れ

があるため、現況の形状を詳細に記録することである。また、今後予定されている登城路の整備に向けても必要な

詳細なデータを取得することである。

本報告書においては、測量図版の掲載は紙幅の都合等の関係で割愛した。

第25図  中門跡北側土塁 (北から) 第26図 測量作業風景 (北西から)

V まとめ
1.大手門から本丸北面石垣下に至る市道青葉城線の左側に連なる高まりは、『仙台城跡 3』 や『仙台城跡 4』 等

で「土塁Jや 「土塁状の高まり」等と表現され、複数の仙台城下絵図に描かれた全城路の土塀に伴う土塁と考え

られてきた。しかし今回の調査では「土塁として構築された」ものとの確証を得るにはいたらなかった。道路側

は近代以降の道路 。側溝の敷設工事で大きく削平されたことが明らかであり、むしろ斜面際が土塁状に削り残さ

れたか、もしくは削平された土砂が盛られたものと思われる。

2.3～ 6ト レンチで検出された土塁状高まりを構成する礫層は、意図的に設置されたものであり、それが土塁構

築を目的としたものではなく、登城路の構造や変遷に関わる重要な遺構である。その性格解明は今後の調査・検

討に待ちたい。

3.4・ 5ト レンチのサブ トレンチ下層で検出したⅣ層、特にⅣb層以下の土層は、地山の洪積世堆積層を削って

谷側を大規模に埋めた整地層であることが判明し、登城路に関わる基盤整備に伴う造成上である。

4.7ト レンチの小石敷き面は、狭い調査区内のみの検出であるが明瞭な遺構面をなしており、その密度や安定度

から石敷き遺構と認められ、沢門周辺または登城路の路面整備の状態を示している可能性が高い。

5.8ト レンチ検出のS1407(溝 )と、S1413・ 1414・ 1415(ピ ット)は、沢門に取り付く塀の布掘り溝と柱穴の

可能性があり、S1413出 土の瓦群は、駒瓦・塀平瓦を多く含み、塀上部に葺かれていた瓦と考えられる。

6.2ト レンチⅡ層下層の桟瓦群は、他所からの移動廃棄は考えにくく、登城路土塀に使用された近世後期のもの

であり、築城初期の塀には駒瓦・塀平瓦が使用され、何度かの補修・建替えが行われていたと考えられる。

7.4～ 7ト レンチの、土塁状高まり上面や斜面に露出していた長径数十cm程度の石材は、すべて表土もしくは

近代の盛土に載っており、城郭に伴う遺構を構成するものではない。
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解

４
種

図版 1 1ト レンチ全景 (北西から)

図版 5 3ト レンチ全景 (南から) 図版 6 3ト レンチ遺構検出状況 (西から)

図版 2 1ト レンチ遺構検出状況 (南東から)

図版 3 2ト レンチ全景 (南東から) 図版 4 2ト レンチ遺物出土状況 (南東から)

図版 7 4・ 5ト レンチ調査風景 (南東から)
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図版 8 4ト レンチ全景 (南西から)



図版 9 5ト レンチ全景 (西から)
1311学竜魅
図版10 5ト レンチ遺構検出状況 (南東から)

図版11 6ト レンチ全景 (西から) 図版12 7ト レンチ全景 (北から)

図版13 7ト レンチ北璧土層断面 (南から) 図版14 7ト レンチ石敷検出状況 (北から)

図版15 8ト レンチ全景 (北から) 図版16 8ト レンチS-1407土層断面



1.九曜文軒丸瓦 7ト レンチ

2 桔梗文軒平瓦 4ト レンチ
3.軒平瓦 5ト レンチ No.103

4.桔梗文軒平瓦 3ト レンチ

5.三巴文軒桟瓦 3ト レンチ

No 121 第22図 1

No 93 第16図 1

第18図 1

No 67 第14図 1

No 66 第14図2

6.三巴文軒桟瓦 1ト レンチ No 8 第10図 1
7.輪違瓦 6ト レンチ No 97 第20図 3

8.丸瓦 6ト レンチ No 156 第20図 1

9.三巴文軒桟瓦 2ト レンテ No 42 第12図 2

10 軒桟瓦 2ト レンチ Not46 第12図4
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図版17  出土遺物写真(1)
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図版η8  出土遺物写真 (2)
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